
 

 

  

～笑顔とやさしさいっぱいの田井小学校～ 

学校評価だより 
令和６年度前期 

田井小学校 
Ｒ６．９．19 

 

 

田井小学校は「自分で考え、進んで活動に取り組む子の育成」「自他を認め、共に高め合う子

の育成」「自分の健康を考え、元気に生活する子の育成」を重点目標に教育活動を進めています。   

前期学校評価の結果と今後の取組の概要についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  教育目標の具現化のために、知・徳・体部会で教育課題を明確にしてその解決を図っていきま

す。学校職員が児童・保護者の皆様を対象に行うアンケートや学力・体力テスト等や日々の児童の

様子から実態を分析し、改善策を考えます。学校評価計画に基づいた、目指す子どもの姿や、子ど

もが目標に向かうための方策について、職員が子どもたちと共有し、活動や取組への意識を高めて

いくための「レベルアップ朝会」を各部会で実施しています。 

９月１２日（木）に行われた学校運営協議会では、協議会委員の皆様にこれまでの取組の進捗状

況や、改善策の方向性について説明しました。協議会委員の皆様からは、学校の取組と児童の頑張

りを賞賛していただくとともに、今後の教育活動へのご助言・ご意見をいただきました。いただい

たご助言やご意見を受け、１０月の全校朝会では、学校評価結果について子どもたちに分かりやす

く説明します。その後、各学級の実態に応じた指導を行って課題解決のポイントを確認し、目標達

成に向けて子どもたちの意識を高めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価について 

５月 全校朝会 

学校評価 児童への説明 

５月 第１回学校運営協議会 

協議会委員授業参観 

 

 ９月 第２回学校運営協議会 

 学校評価についての熟議 

 



 

 
◆目指す姿「対話をする子」について 
【児童アンケート】 ～友達に自分の考えを分かりやすく説明したり、自分が分かるまで質問し 

たりしていますか～ （R６から実施） 

 

 

 

 

 

 

【児童アンケート】 ～対話をすることで自分の考えを広げたり、深めたりできましたか～ 

（R６から実

施） 

 

 

 

この二つのグラフは、共に「対話」に関わる前期児童アンケートの結果です。 

上段のグラフ｢自分の考えを分かりやすく説明する。分かるまで質問する｣では、93.2％の子ど

もが肯定的な評価をしました。下段のグラフ「対話により、自分の考えを広げる。深める」で

は、肯定的評価が 88.6％となり、上段と比較すると少し低くなっています。共に高い値となり、

子どもたちが「対話」を意識していることが分かりますが、２学期は、その内容をさらにグレー

ドアップしていくために、授業における教師の手立てを充実させていきます。 

５月の全校朝会では、今年のめあて「よく考えて対話する」ことについて子どもたちに説明しま

した。知部会のレベルアップ朝会において、６月は「授業における対話の大切さについて」、９月

は「自分の考えをより広げたり深めたりしていくための方法について」それぞれ職員が寸劇を用い

て具体的に紹介し、実際に４～５人の縦割り班グループで話し合いました。また、２学期は各学級

で研究授業を行います。日々の授業においても子どもたちに双方向のやりとりを意識させ、少しず

つレベルを上げて質の高い対話ができるようにしていきます。 

◆目指す姿「基礎基本の学習内容や方法を身に付けている子」について 

 学校での授業や家庭において、子どもたちが計画的に学習に取り組む習慣を身に付けさせるため、

昨年度より「ドリルパーク」の活用を進めています。「ドリルパーク」は、基礎学力の定着から、

思考力・判断力・表現力の育成までを支援する、ＡＩ搭載のデジタルドリルで、児童一人一人が、

自分のタブレット端末を用いて活用しています。６月には「ドリルパーク」の活用方法について、

ＩＣＴサポーターを講師に職員対象の講習会を開き、個に応じた課題の

出し方や、宿題の確認についてなどの便利な機能について理解を深めま

した。喜んで取り組む子どもも多いので、今後さらなる活用を進めます。

また、子どもの学習状況を把握するために、課題の範囲や取り組む期間

を明確にし、個に応じた支援をしています。個々の弱点を補強していく

ために、授業中の児童の見取りや、課題やドリル・家庭学習の進捗状況

の把握、ワークテスト前のプレテストの実施などに取り組み、個に応じ

た指導を図っていきます。 

☆後期の取組 

 

 

 

自分で考え、進んで活動に取り組む子 

○対話を生む手立てをさらに工夫し、自分の考えがより広がり、深まるように促す。 

○主体的・対話的で深い学びを目指した、各学級における研究授業を実践する。 

○ドリルパーク等を利用し、家庭と連携した学習習慣の確立を目指す。 

【知】９月レベルアップ朝会

【知】 

【知】６月レベルアップ朝会 
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タブレット端末を用いた学習 



 
 
◆目指す姿 「友達を大切にする子」について 
【児童アンケート】～「なかよしフレンズ班」の友達に思いやりをもって仲良く接していますか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

98％の肯定的評価となりました。この項目は、令和４年度前期から高い値を持続しています。な

かよしフレンズ班の活動では、子どもたちが学級や個人の枠を超え、縦のつながりの中で成長を実

感できるようにしています。活動前には各自の目標をもたせ、活動の終わりにはその目標が達成で

きたかどうかをグループ内でしっかりと話し合わせるようにしています。このような取組の継続が

アンケートの結果として表れていると思います。引き続き「なかよしデー」での話合い時間を確保

するとともに、レベルアップ朝会（徳）を充実させ、なかよしフレンズ班で遊ぶ良さや活動の意義

について子どもたちと確認し、共有していきます。 

◆目指す姿 「自分に自信をもつ子」について 
【児童アンケート】～自分にはよいところがあると思いますか～ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
令和５年度前期には、80％に届かなかった肯定的評価が、令和５年度後期には 95％へと大幅に

伸びました。令和６年度前期は、少し値を下げたものの、およそ 90％の肯定的評価となりまし

た。学年が上がるにつれて、自己肯定感が低くなっていく傾向がありますが、子どもたち一人一

人を職員がよく見てよいところを認め、それぞれに伝えていく活動や、友達同士で認め合う活動

を進めていきます。 

そのために、学級全体、そして子ども一人一人に「めあて設定と振り返り」の時間を確保し、

子どもたちが集団として、そして個人としての成長を実感できるようにします。 

また、帰りの会等で、子どもがお互いの輝いた行動などについて発表し合う「友達のきらきら

発表」や、子どものよい行いなど、素敵な場面を学校職員が見つけ、画像にして流す「メッセー

ジスライドウイーク」などの取組を計画し、子ども一人一人が自分に自信をもち、友達のよさを

認め、互いに高め合っていけるようにします。 

☆後期の取組 

 

 

 

 

 

○なかよしフレンズ班で、学年を超えた友だちと遊ぶ良さや意義を全校で再確認する。 

○「きらきらウイーク」等の取組により、一人一人の輝いているところを見つけ合う。 

○各学級の取組を職員が紹介し合い、それぞれの学級で確実に実践するなどして子どもたち

の自己肯定感を向上させる。 

【徳】仲良しフレンズ班での 

話合い活動 

 

自他を認め、共に高め合う子 
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【徳】きらきらすてきの木 

［友達のよいところ見つけ活動］ 
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◆目指す姿「楽しく体を動かす子」について 

【児童アンケート】～体育の授業やゴーゴータイム、休み時間に、進んで体を動かしていますか～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動に関するこの項目は昨年度までもありましたが、子どもたちがさらに進んで運動に取り組

む姿を目指し、今年度は「休み時間」の文言を加えました。すると、昨年度の結果と比較して全

体的な値が低くなりました。今年の夏は昨年にも増して酷暑とな

り、休み時間のグラウンド遊びを禁止せざるを得ない状況もあり

ました。こうしたことが「子どもが休み時間に進んで遊びに出

る」ということに、少なからず影響したものと考えられます。こ

れからようやく涼しい時期になりますが、「スポーツの秋」とな

るよう、休み時間にも身体を動かすことを推奨していきます。 

◆目指す姿「よりよい生活習慣づくりに励む子」について 

【児童アンケート】 ～メディア依存にならないように、メディアとの付き合い方に気を付けましたか～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

86.4％の子どもが肯定的な評価をしていますが、令和５年度前期・後期と比較すると、少し値

が低下しています。否定的な評価をしている子どももいます。学校では、生活リズムを見直し、

規則正しい生活習慣を身に付けるための、「元気アップ週間」に引き続き取り組んでいきます。 

９月６日の田井小防災の日に併せ、長岡市少年サポートセンターから講師を招き、SNS安全安心

講座を開催しました。昨年度、新潟大学教授等の学校評価指導

者から、「保護者にも参加してもらうとよい」とのアドバイス

を受けました。そこで、今年度は３年生以上の学習参観として

設定しました。多くの保護者から参加いただき、メディア依存

の危険性や各家庭におけるルール作りの大切さ等について、真

剣に聞いていただきました。お子さんを SNSのリスクから遠ざ

け、また、自身でのメディアコントロールが進展するように、

家庭と学校のより一層の連携にご協力ください。 

☆後期の取組 

 

 

 

 

自分の健康を考え、元気に生活する子 

○体育授業では鉄棒運動やゴール型ゲームに重点を置き、ゴーゴータイムでは持久走につな

がる運動に取り組ませ、運動量の確保と段階的な指導で一人一人に達成感を味わわせる。 

○家庭と学校との連携を深め、メディアコントロールに取り組む。 

○元気アップ週間の取組で、メディアとの付き合い方について粘り強く働き掛けていく。 

【体】ＳＮＳ安全安心講座 
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【体】ゴーゴータイム 

［体力テストに向けて］ 

36

33

31

10

11

10

1

2 1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R5(前期)

R5(後期)

R6(前期)

よく当てはまる やや当てはまる あまり当てはまらない あてはまらない


